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19. カザフスタン産マメ科牧草エスパルツェトの種子は、 地域的

変異があり、 強いアレロパシ ー を示す

〔要約〕カザフスタン産エス パルツェト(Onobrychis spp.)は1個の果皮の中に1個の種子を有し、そ
の形態には地域的変異がある。果皮付種子の発芽は、果皮を除去した裸種子よりも遅れる傾向がある。
サンドイッチ法によりアレロパシ ー を検定すると、果皮を除去した種子が最も強い。
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〔背景・ねらい〕

中央アジアには広大な ス テップおよび山岳部草原が拡がり、旧ソ連邦時代の計画経済社会においては牧
畜が行われていた。しかし、ソ連邦が崩壊し共和国が独立してから、社会経済的な影態も加わり、ス テッ
プを中心とした草地の荒廃が進んでいる。この荒廃を抑えるためには、在来のマメ科牧草エスパルツェ
トの樽入も重要な技術であり、その際、雑草コントロ ー ルの観点からアレロパシ ー が重要な特徴である。
そこで、種子の形態、発芽特性，並びにアレロパシ ー の強さを明らかにし、本種を定着させるための韮
礎的知見を得る。

〔成果の内容• 特徴〕

I. カザフ ス タン国内から採種したエス パルツェトは、 1個の果皮の中に1個の柾子を有するが、呆皮
付の種子の千粒重は19.7~ 24.lg、果皮を除去した種子のそれは14.8~ 16.3g、その比は0.65 ~ 0.75
であり、種子の形態は地域によって異なる（表I)。

2. エス パルツェトの種子の初期発芽率は、果皮付よりも果皮を除去したほうが良い（図I)。

3. 種子からのアレロパシ ー の強さをサンドイッチ法で検定すると、果皮を除去した種子の活性が最も強
い（表2)。

〔成果の活用面・留意点〕

I. 中央アジアの荒廃したステップ草地へのエスパルツェトの尊入 ・ 定着時の技術的なデ ー タとして輻
広く活用できる。

2. エス パルツェトはアレロパシ ー の強い植物群に分類されるが、実際の草地における発芽の特徴および
アレロパシ ー は今後の検討が必要である。
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〔具体的デ ー タ〕

表1 カザフスタンの採取系統エスパルツェト種子の千粒重の比較

千粒重(g)

採取地
Almaty·KJA 

Almaty·KIP 

果皮付種子(A) 果皮除去種子(B)
24.l 15.7 

19.7 14.8 

B/A 
0.65 

0.75 
Karaghand 22.0 16.3 0.74 

KIA; カザフスタン農業研究所、KIP; カザフスタン草地飼料研究所、
Karaghand; カザフスタン中央部の都市
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図1 エスパルツェトの初期発芽に及ぼす果皮の除去の影善

曾

設定温度25℃、12時間日長の人工光グロ ー スキャビネットで発芽を調査

表2 サンドイッチ法 I )によるエスパルツェトのアレロパシーの検定

1個での検定

検定組織 幼根長 (mm) 下胚軸長(mm)

対照区 15.1 (100) 2) 29.0 (100) 

果皮付種子 14.6 (97) 14.9 (51) 

果皮除去種子 10.7 (7 1) 11.8 (41) 

果皮のみ 13.8 (91) 17.9 (62) 

I)藤井．．渋谷(1991) : 雑草研究36 (別），150-15 1
2)対照区に対する％を示す；検定植物、レタス
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幼根長(m m)

15 I (100) 

10.9 (72) 

5.7 (38) 

12.9 (85) 

5個での検定

下胚軸長(,run)

29.0 (100) 

7.8 (27) 

3.0 (IO) 

8.7 (30) 
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